
 

 

○法政大学早期卒業に関する規則 

規定第１０５４号 

 

（目的） 

第１条 この規則は，法政大学学則第４９条第３項及び第４項の規定に基づき，法政大学（以下「本

学」という。）における早期卒業に関し必要な事項を定める。ただし，早期卒業を実施するか否かは

各学部の教育的な判断に委ねる。 

２ 本規則は，早期卒業に関する本学の最低基準を定めるものであって，各学部において本規則以上

の厳格な認定基準を別に定めることを妨げない。 

 

（要件） 

第２条 早期卒業が認められる学生は，本学に３年以上在学し，卒業の要件として各学部が定める単

位を優秀な成績をもって修得したと認められる者とする。ただし，再入学（復学・復籍），転・編

入学及び転籍した学生は，早期卒業の対象とならない。 

２ 前項の「優秀な成績」とは，各学部の定める卒業所要単位のうち，９割以上がＡ評価以上であり，

かつ入学時から３年次終了までの通算したＧＰＡが３．０以上であることを要する。 

３ 前項の「Ａ評価以上」には「Ｒ評価」，「Ｓ評価」及び「Ｐ評価」は含めない。またＧＰＡの算出

には教職・資格科目など卒業所要単位外で履修する科目を算入しない。 

 

（認定手続） 

第３条 早期卒業を希望する学生は，２年次終了時以降に，各学部長宛てに所定文書にて申し出るこ

ととする。 

２ 各学部教授会は，早期卒業希望者の申請に基づき，２年次終了又は３年次前期終了までの成績等

を参考に，成績優秀者として適格か否かを審査しなければならない。 

３ 前項の審査の結果，成績優秀者と認められた学生に対しては，３年次の履修における履修登録単

位の制限及び４年次配当の制限を適用しない。 

 

（早期卒業の判定） 

第４条 各学部教授会は，前条で成績優秀の適格認定を受けた学生に対し，３年次終了時に早期卒業

の判定を行う。 

２ 早期卒業と認めるためには，第２条に定める要件を全て充たさなければならない。 

３ 早期卒業申請学生が早期卒業の要件を充たさなかった場合には，各学部で定める卒業所要単位を

修得していても，３年次終了での卒業を認めず，４年次１年間の在学と最低４単位以上の修得を義

務づけるものとする。 

 

（卒業の時期） 

第５条 早期卒業者の卒業は，３学年次の３月とする。 

 

（改廃） 

第６条 本規則の改廃は，学部長会議の議を経て総長が行う。 

 

   付 則 

１ 本規則は，２０１１年４月１日から施行し，２０１１年度在学生より適用する。 


